ケース検討会議

場　所：うみねこ幸房ミーティングルーム　

出席者：村上元道様

うみねこ幸房管理者兼サービス管理責任者　江刺家

青南病院外来看護師　谷藤

青南病院通所リハビリテーション看護師　木村

青南病院精神保健福祉士　山田

訪問看護ステーション五福　横浜

地域生活支援センター青明舎　福士、清水
記　録：清水　博己

議題

村上元道様についての情報交換と今後の支援体制について
　【現在の週間スケジュール】

　　○うみねこ幸房　　月～金曜日

　　○通所（ＮＣ）　　月～金曜日

　　○外来　　　　　　隔週水曜日

　　○訪問看護　　　　土曜日

　　○ＧＨ世話人訪問　毎日

　【最近の各機関からの状況報告】

· うみねこ幸房

· 通所

· 外来

· 訪問看護

· ＧＨ、青明舎

	
	発言者
	発言要旨

	情報共有
	福士
	現在、利用しているサービス提供スタッフに集まってもらい、情報交換と今後の支援体制について確認をしたいと思い会議を開きました。まずは村上さんから、今後の希望について話していただきます。

	
	村上
	来年の11月で幸房の訓練が終わるので、職親を使って就職できればなと思っている。以前、職親を使った事があるので、残り期間2年6ヶ月しか使えないけど、何とか働けたらなと思う。2年6ヶ月を全部使わないで、今後何かあったときのために、職親期間を残しておきたい。将来的には、八戸からでて県外での就職も考えているが、前みたいに突然にいなくなることはありません。

	
	福士
	主治医からは「一般就労に向け、段階的に職親から行って下さい」との事。また、これまでの経緯などからオーバーペースになりがちであるため、誰かがブレーキをかけるようにし、無理なスケジュールを立てない事やショートスパンでの目標のすり合わせなどを小まめに行って下さい、という川端先生からありました。それでは、各機関からの本人の様子について報告していただきたいと思います。

	
	江刺家
	訓練を開始してから1年ぐらいが経過して、「疲れている」と口に出すが、本人の口癖でもある。実際に疲れている時は、スタッフに報告して休むなどして、自己のコントロールが出来てきている。疲労感の訴えは、朝・夕や週末などの規則性がある訳ではない。

	
	木村
	性格的な部分もあり、嫌な事を冗談交じりで話す為になかなか周囲の人に本当の気持ちをわかってもらえていない。その為、本人が気づかないところでストレスになっているかもしれない。

到達目標をしっかり持っているが、テンションが上がっている時には、周囲から注意されて気づく事がある。

	
	谷藤
	通院、服薬は特に問題はない。

	
	横浜
	自己評価が高い事や他己評価を気にする事などで頑張りすぎてしまう事がある。気分があがっている時などは、周りから言われている事が多い。

	
	江刺家
	運転免許についてはどうなっているのか？

	
	福士
	生活保護では、就職した先に免許が必要だと認められれば、免許取得のための生業扶助として費用は出るが、今のところは就職が決まっていないので出せないとの事。また、現段階では、自動車学校への入校も出来ないという生活保護の回答があった。

	今後の支援について
	清水
	冒頭であった本人の希望する一般就労についてですが、川端先生からのお話だと職親などを利用して序々に行った方がいい、という事は理解していますよね？

	
	村上
	はい

	
	清水
	職親といってもいろいろな事業所があるので、現在、訓練しているうみねこ幸房に近い形での働くスタイルがいいと思っています。また、どんな職種に就きたいのか、具体的な希望の職種はありますか？

	
	村上
	色々な資格があるので、それを活かした仕事がいいです。資格は危険物取扱（丙）、ガス溶接、トレース技能３級等です。以前、電機関係の仕事に就いていたのでそういう仕事をしてみたいと思う。あとは、うみねこ幸房でやっているパンの仕事もやってみたいと思う。

	
	江刺家
	「みなと」についての話があったがどうなったのか？

	
	清水
	障害者就業・生活支援センター（以下、就業センター）みなとについては、障害者が就職するにあたり、八戸地域の就労支援専門の就業センターに入ってもらい就労をサポートしてもらう方が、就職の可能性が上がると思い「みなと」という選択肢を提示した。しかし、現在うみねこ幸房という就労移行支援事業所に通っている事もあり、就業センターの基本方針として職場実習などは就労移行支援事業所が見つけ、就労移行支援事業所の後方支援を行うのがみなととなる。現在の本人の支援体制では、みなとに入ってもらうよりは、青明舎で就労支援した方が、顔も見え、信頼関係もあることから、このような支援がいいとの事。村上さんを混乱させるような事をさせてしまって申し訳ないと思っている。

	
	福士
	グループホームでの生活状況を確認すると、起床時間が遅く、整容など行わずに訓練に出かけるとの事でしたが、いかがでしょうか？

	
	江刺家
	特に冬期間になると、出勤時間がぎりぎりになる傾向がある。

	
	木村
	以前からも整容面では、指導を行い、改善されているときもある。

	
	村上
	その日によって、やったり、やらなかったり。髪も自然に寝癖が直るし、夜に入浴もしている。

	
	福士
	食品を扱う作業であり、清潔がとわれる為、日々の整容など、清潔面を保持していきましょう。

	今後の支援体制について
	清水
	川端先生からの助言を受けて職親等の見学・体験をしていきたいと思う。本人の希望の1月から3月をかけて順次行っていきたいと思う。その際には、関係者へ情報提供していきます。気をつけなければならないのは、オーバーペースなので、各機関でおかしいな、と思った際には情報を共有してきましょう。

	
	村上
	焦ってはいないですけど、今すぐにではなくゆっくりやっていきたいと思いる。

	
	福士
	それでは、これで終わりたいと思います。次回は、経過報告という事で3月ぐらいに会議をもちたいと思います。お疲れ様でした。








